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検出されたことから今後同株の感染性や病因性に対す

る 検 討カ 灌 ま れ た．

５
．
べ 一 チ ェ ッ ト 痛 患 老 多 核 自 血 球 の Ｃ３ｄ 卦 泌 に

ついて

（限科） 陳 麗理・小暮美津子

（解 剖 学 ・ 発 生 生 物 学） 西 川 恵 ・ 椙 川 英 三

（目的〕 繰 り 返 し起 こ る急 性 の強 い 多核 自 伽 球

（ＰＭ Ｎ） 浸 潤 は べ 一 チ ェ ッ ト 病 の 一 つ の 特 徴 で， 前 房

蓄膿の殆どはＰＭＮ がら成り， 房水 刺こは補体第三成

分 （Ｃ３） に由来する多核自揃球遊走因子が存在する．

本 症 の 病 態 形 成 に ＰＭ Ｎ の 果 た す 役 割 は 大 き く， こ れ

に 補 体 活 牲 化 の 関 与 洲 示 唆 さ れ て い る． 本 報 筈 は， ヒ

ト ＰＭ Ｎ が Ｃ３を 産 生 す る こ と に 注 目 し，べ 一 チ ェ ッ ト

痛 に お け る ＰＭ Ｎ 機 能 と 補 体 系 の 関 連 を，
べ 一 チ ェ ッ

ト 病 患 者 か ら 単 離 し た ＰＭ Ｎ を 用 い て 検 討 し た も の

で あ る
．

〔方 法〕べ 一 チ ェ ッ ト 病 患 者２５例 を 対 象 と し だ．
対 照

群として健常成人１４例を用いた． 患者あよび健常対照

の 末 梢 血 か ら フ ィ コ ー ル ニ 重 比 重 遠 心 漆 に よ り ＰＭ Ｎ

を 分 離・塘 養 後， 上 清 申 の Ｃ３ｄ を ＥＬＩＳＡ 法 で 測 定 し，

同 時 に ＰＭ Ｎ の Ｃ３ｍＲＮＡ 発 現 を ＲＴ－ＰＣＲ 法 で 観 察

し た．ヒ ト ＰＭ Ｎ の Ｃ３分 泌 機 構 に プ ロ テ イ ン キ ナ ー ゼ

Ｃ お よ び カ ル モ ジ ュ リ ン 系 の 関 与カま示 唆 さ れ て い る 淀

め，ＴＰＡ，カ ル シ ウ ム イ オ ノ フ ォ ア Ａ２３１８７を 添 加 した

培 養 群 も 作 製 し， 同 様 に 上 清 中 の Ｃ３ｄ な ら び に Ｃ３

ｍＲＮＡ 発 現 を 調 べ， 比 較 検 討 し た．

〔結 果〕 正 常 ヒ ト ＰＭ Ｎ は Ｃ３δ を 産 生 し， ＴＰＡ 刺 激

に よ っ て Ｃ３δ 分 泌 カ音増 加 し た．
べ 一 チ ェ ッ ト 病 患 者

Ｐ脳 Ｎ か ら の Ｃ３ｄ は 健 常 対 照 に 比 べ 有 意 に 高 値 で あ

り （ｐ＜０．．０
２）， 蛋 白 レ ベ ル で も 遺 伝 子 レ ベ ル に お い て

も η Ａ 刺 激 に 低 反 応 性 を 示 した． ま た， 患 者 群 で は 眼

発 作 に 関 連 し た Ｃ３ｄ の 変 動カミみ ら れ た．

〔結 語〕 べ 一 チ ェ ッ ト 病 患 者 の ＰＭ Ｎ は プ ラ イ ミ ン

グ さ れ て い る 可 能 性 が あ る． 眼 発 作
前 後 の 補 体 系 の 変

動 に ＰＭＮ も 関 与 し て い る こ と が 示 唆 さ れ た．

６． 先
天牲サイトメガ艘ウイルス感染の胎盤痛理所

見

（病院病理科） 藤林真理子・河上牧夫

（母子医療センター） 岩下党利・中林正雄

帽 的〕 サイトメガロウイ ルス （ＣＭＶ） は先天性感

染 の 原 因 と し て は 最 も 多 い も の で あ るカミ， 当 科 で も 至

年 間 に ３ 例 の ＣＭ Ｖ 胎 盤 炎 を 経 験 し た． Ｃ ＭＶ 胎 盤 炎

の 病 理 所 見， 病 理 診 断 上 の 問 題 点 に つ い て 述 べ る．

（症例１〕母は４２歳， 妖娠２７週で胎内発育遅延を指摘

さ れ， 精 査 の た め 入 院 し た 所， 胎 児 は 仮 死 状 態 に あ り

帝 王 切 開 施 行． 据 は５８８ｇ．

〔症 例 ２〕母 は２９歳． 姓 娠２０週 で 超 音 波 上， 胎 児 の 腹

水， 腎 焚 損 を 指 摘 さ れた．
Ｐｏｔｔｅｒ 症 候 群 を 疑 わ れ２１週

で 分 娩 し た． 児３８０ｇ， 剖 検 は 施 行 さ れ な か っ た．

〔症例３〕母は２５歳， 妊娠２５週で胎児の腹水を指摘さ

れ た． 母 体 血 の ＣＭ Ｖ 抗 体 価 高 値． 胎 児 は 肝 脾 腫 ・ 脳

室 拡 大 ・ 石 灰 化 を 示 す．
３２週 で 帝 王 切 開 施 行．

〔胎盤所見〕症例１， ３は絨毛間質細胞や栄養膜細胞

の好酸球性壊兜および形質細胞性絨毛炎を示 した． 初

回 の 検 索 で は“フ ク ロ ウ の 目’樹 入 体 は 見 つ か ら な か っ

た が， 標 本 追 加 作 製 お よ び２．５μｍ 程 度 の 薄 い 切 片 の 作

製 に よ り 最 終 的 に 封 入 体 カミ見 つ か っ た． 症 例 ２ は 多 核

巨細胞を伴う肉芽腫を多数形成しており， きわだった

組織所見を呈しだ． 免疫組織化学で抗ＣＭＶ 抗体が絨

毛 に 陽 性， 紬 ｓ腕 的ｂｒ熾 ｚａｔｉｏｎ （ＩＳＨ） で ＣＭ Ｖ 遺 伝

子 が 絨 毛 に 検 出 さ れ た． 再
薄 切 し た 切 片 が ら 最 終 的 に

封 入 体 も 見 つ か っ た．

〔考 察〕症 例 １， ２ の よ う に 臨 床 的 に 本 症カミ疑 わ れ な

くても絨毛炎があれぽ積極的にＣＭＶ感染症を疑うべ

き で あ る． 特 に 絨 毛 間 質 細 胞 ・ 栄 養 膜 細 胞 の 好 酸 性 壊

苑 お よ び 形 質 細 胞 性 絨 毛 炎 の 所 見 は 有 望 で あ る．
ＩＳＨ

では封入体細胞よりもはるかに多くの細胞でウイルス

遺 伝 子 カミ検 幽 さ れ 有 用 で あ る．

７． Ａ ｍｐｌａｓｔｉｃ１趾ｇ６ ㏄ ｍ ｙｍ 批ｏｍａ （ＡＬＣＬ） の

組織像を皇した皮膚腫瘤型 蛆 肌 の玉例

（第 二 病 院 １内 科ＩＩ， 彼 膚 科，
島病院病理科）

加 藤 義 棚 ・ 福 与 搬 召１・ 安 山 雅 子’・

川 内 喜 代 隆’・ 詫 摩 武 英’・ 森 治 機１・

島 貫 洋 子２・ 原日ヨ敬 之２・ 相 羽 元 彦呂

〔症 例〕５９歳， 男 性， 香 川 県 出 身． 主 訴 は 右 背 部 腫 瘤．

１９９雀年 ３ 月 頃 よ り 右 背 部 の 腫 瘤 に 気 付 い た が 放 置 し

た． ７ 月 頃 よ り 増 大 傾 向 を 認 め た た め 当 院 皮 膚 科 に 入

院 し 腫 瘤 摘 出 術 （２，５ｘ２．５ｃｍ） を 施 行 し た． 悪 性 リ ン

パ 腫 を 疑 わ れ 精 査 加 療 目 的 に て１０月 当 科 転 科 と な る．

〔理学所見およ び検査成績〕皮疹，皮下腫瘤は認めず，

表 荏 リ ン パ 節 や， 肝 脾 は 触 知 し な か っ た． 末 梢 血 所 昆

で は， 禽 血 球 数５，迅⑪０／μ１ で 異 型 リ ン
パ 球 は 認 め な か っ

た
．
ＬＤ Ｈ
，
Ｃａ
２＋ は 正 常 で

，
抗 Ｈ Ｔ Ｌｙ一ユ 抗 体 カ§２

，
０雀８倍

と 高 値 を 示 し た． 全 身 の Ｃ
Ｔｓｃａｎ， 超 音 波 検 査 上 リ ン

パ 節 腫 犬， 臓 器 浸 潤 は な く， Ｇａ シ ン チ で は 右 背 部 に

ｈｏｔｓｐｏｔ を 認 め る 以 外 異 常 集 積 は 認 め な か っ た．

〔皮膚腫瘤の病理所屍〕腫瘍綴泡は真皮 刺こ多結節性
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